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寸幕派 京へは通さぬ

設
計
図
通
り
幕
府
の
台
場
跡

・枚方の淀川岸

江
戸
幕
府
が
幕
末
、

淀
川
に
築
い

た
全
国
で
唯

一
の
＝
川
台
揚

「橋
熟

台
場
跡
」

（
大
阪
府
枚
方
市
）
の
遺

構
の

一
部
が
、

保
存
さ
れ
て
い
た
設

計
図
に
基
づ
き
確
認
さ
れ
た
。

枚
方

市
教
委
な
ど
が
１７
日
発
表
し
た
。

京

都

・
大
阪
を
結
ぶ
京
街
道
の
経
路
を

変
え
て
台
場
内
に
引
き
込
み
、

関
所

機
能
も
持
た
せ
て
い
た
。

同
市
教
委

は
、

討
幕
勢
力
の
長
州
藩
な
ど
の
京

都
侵
入
を
防
ぐ
狙
い
が
あ

っ
た
と
み

て
い
る
。　

　
　
　
　
舎

一島
庸
孝
）

市
教
委
に
よ
る
と
、

台
揚
は
通

常
、

外
国
船
の
襲
来
に
備
え
て
海
岸

部
に
造
ら
れ
る
。

楠
葉
台
場
は
、

幕

邸

譲

鄭

翻

叢
縫

益

厳

が
提
案
し
、

幕
臣
の
勝
海
舟
が
設
計

し
た
。

１
８
６
５

（慶
応
元
）
年
に

完
成
し
た
。

淀
川
左
岸
を
上
塁
で
囲

み
、

大
砲
の
カ
ノ
ン
砲
３
基
を
備
え

て
い
た
。

東
西
、

南
北
と
も
約
２
３

と
、

従
来
の
京
街
道
を
東
に
約
７０
財

移
動
さ
せ
、

台
揚
内
を

「
コ
」
の
字

形
で
通
す
構
造
に
な

っ
て
い
た
。

市

教
委
な
ど
が
１０
月
か
ら
１８
カ
所
を
発

繭
限
牧
々
質
略

、
「虎 こ設
輔
押
髄
麹
銃
い

中
か
ら
、

石
積
み

（
深
さ
約
１

・
３

財
）
の
基
礎
部
分
と
門
柱
の

一
部
が

出
上
し
た
。

地
上
部
の
石
の
表
面
は

磨
か
れ
て
い
た
。

北
側
出
入
り
回
の

堀
に
か
か
る
橋
の
辺
り
で
も
橋
脚
部

分
の
木
材

（
長
さ
約
３

●
１
財
、

幅

・５
考
）
を
発
見
し
た
。

設
計
図
に
は

南
北
の
出
入
り
口
を
結
ぶ
ほ
ぼ
中
央

部
分
に

「
番
所
」
と
記
さ
れ

て
お

り
、

こ
こ
で
往
来
者
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
ら
し
い
。

ま
た
、

設
計
図
と
遺
構
調
査
の
結

果
か
ら
、

周
囲
の
土
塁
は
高
さ
約
２

財
だ

っ
た
が
、

幅
は
北
側
が
約
５

財
、

南
側
は
約
１４
財
と
推
定
さ
れ

た
。

堀
も
北
側
が
深
さ
約
１

・
５
財

に
対
し
、

南
側
は
よ
り
深
い
約
５
財

だ

っ
た
。

大
阪
か
ら
京
都
方
面

へ
の

侵
入
を
防
ぐ
た
め
、

南
側
を
よ
り
強

固
に
造

っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

楠
葉
台
場
跡
は
現
在
、

水
日
に
な

っ
て
お
り
、

京
阪
本
線
や
府
道
整
備

で
西
側
の

一
部
が
失
わ
れ
て
い
る
。

市
教
委
は
今
後
、

史
跡
指
定
を
検
討

す
る
。

現
地
説
明
会
は
２０
日
午
前
１０

時
～
午
後
３
時
。

問
い
合
わ
せ
は
市

教
委
文
化
財
課

（
０
５
０

●
７
１
０

５

●
８
０
５
８
）
へ
。

相
当
な
威
圧
か

千
田
嘉
博

・
奈
良
大
准
教
授
（
城

郭
考
吉
学
）
の
話
　
大
規
模
な
土
塁

と
堀
を
築
き
、

美
し
く
加
工
し
た
切

り
石
を
積
む
な
ど
単
な
る
軍
事
的
な

役
割
だ
け
で
な
く
、

幕
府
の
威
信
を

象
徴
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

関

所
機
能
も
持
た
せ
て
お
り
、

討
幕
派

に
は
相
当
な
威
圧
に
な

っ
た
だ
ろ

う
。

台場跡の南側入 り日の基礎部分と

みられる石積み。問柱の一部 (右

下)も 見つか つた=大 阪府枚方市

楠葉中之芝 2丁 目、荒元忠彦撮影

現京阪本緑 外

握
南
・入り回虎
□


